
間
宮
英
宗
の
米
別
に
関
し
て

　
　
　
　
　
　
一

　
鎌
倉
円
覚
寺
の
管
長
で
も
あ
っ
た
釈
宗
演
門
下
の
逸
足
に
間
宮

英
宗
（
ま
み
や
　
え
い
じ
ゅ
う
）
が
い
た
。
英
宗
は
ア
ラ
ラ
ギ
派

の
代
表
歌
人
伊
藤
左
千
夫
、
平
福
百
穂
、
斎
藤
茂
吉
、
土
井
文
明

等
と
一
時
期
交
わ
り
が
あ
っ
た
。
特
に
左
千
夫
と
の
交
わ
り
は
深

く
、
そ
の
こ
と
か
ら
私
は
英
宗
に
少
な
か
ら
ぬ
関
心
を
持
っ
た
の

で
あ
る
が
、
だ
ん
だ
ん
尋
ね
て
い
く
と
、
別
府
市
に
何
度
も
訪
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
の
大
筋
は
、
現
在
休
刊
中
の
雑
誌
「
大
分
ア
ラ
ラ
ギ
」

九
号
に
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
間
宮
英
宗
と
伊
藤
左
千

夫
の
交
流
を
中
心
に
し
た
一
文
を
、
ア
ラ
ラ
ギ
地
実
話
「
リ
ゲ
ル
」

（
福
岡
市
、
平
成
五
年
一
〇
月
号
）
に
掲
載
し
た
。
こ
こ
で
は
ア

ラ
ラ
ギ
派
諸
歌
人
と
の
交
流
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
英
宗
の
経

歴
と
来
別
の
様
子
を
中
心
に
記
し
た
い
。

佐
　
藤
　
嘉
　
一

　
　
　
　
　
二

　
左
千
夫
と
英
宗
を
前
に
、
そ
の
後
に
茂
吉
、
山
本
董
漱
、
文
明

ら
五
人
の
並
ぶ
写
真
が
あ
る
。
私
の
知
る
範
囲
で
は
、
こ
の
写
真

は
三
回
ほ
ど
各
書
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
枚
は
斎
藤
茂
吉
「
短

歌
一
家
言
」
（
昭
和
二
十
二
年
一
月
、
斎
藤
書
店
）
の
な
か
と
、

も
う
一
枚
は
「
斎
藤
茂
吉
全
集
」
再
版
第
二
十
巻
（
昭
和
四
十
八

年
二
月
、
岩
波
書
店
）
の
「
月
報
２
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
一
枚
は
「
左
千
夫
全
集
」
第
五
巻
（
昭
和
五
十
二
年
四
月

岩
波
書
店
）
に
巻
頭
写
真
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
示

す
の
は
「
左
千
夫
全
集
」
所
載
の
も
の
で
あ
る
が
、
写
真
の
下
の

注
記
を
そ
の
ま
ま
記
す
と
「
明
治
四
十
二
年
五
月
頃
、
無
一
塵
庵

庭
前
に
て
、
前
列
左
よ
り
左
千
夫
・
間
宮
英
宗
　
後
列
同
じ
く
斎

藤
茂
吉
・
山
本
董
漱
・
土
屋
文
明
（
撮
影
・
木
村
秀
枝
）
」
と
あ

る
。
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明治42年５月頃無一塵庵庭前にて　　前列左より左千夫・間宮英宗、

後列同じく斎藤茂吉・山本董漱・土屋文明（撮影・木村秀枝）

　
明
治
四
十
二
年
当
時
、
英
宗
は
三
十
八
歳
で
あ
る
。
左
千
夫
は

四
十
五
歳
、
茂
吉
は
二
十
八
歳
、
文
明
は
丁
度
一
ヱ
ー
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
写
真
を
見
て
後
年
（
昭
和
四
十
三
年
）
、
上
屋
文
明
は
次
の

よ
う
な
歌
を
作
っ
て
い
る
。

青
竜
寺
英
宗
を
中
に
我
等
立
つ
写
真
か
す
か
に
無
一
堅
庵
の
お

も
か
げ

端
麗
の
憎
英
宗
の
後
に
て
手
織
木
綿
の
田
舎
少
年
土
屋
文
明

袴
短
く
着
て
口
髭
の
斎
藤
茂
吉
医
科
大
学
生
か
新
医
学
士
か

　
　
　
「
続
々
青
南
集
」
中
の
「
富
士
山
麓
雑
歌
」
全
三
十
首
よ
り

　
写
真
注
記
に
も
文
明
の
歌
に
も
見
え
る
無
一
宗
庵
は
、
当
時
の

東
京
市
本
所
区
茅
場
町
で
乳
牛
を
飼
い
、
搾
乳
業
を
営
ん
で
い
た

左
千
夫
の
居
宅
の
こ
と
で
あ
る
。
翌
四
十
三
年
五
月
、
貧
乏
な
な

か
を
苦
心
し
て
茶
室
唯
真
閣
を
作
る
が
、
八
月
、
床
上
四
尺
に
及

ぶ
水
害
で
傷
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
前
の
様
子
を
伝
え
る
も
の
で
、

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
「
写
真
か
す
か
に
無
一
聖
庵
の
お
も
か
げ
」

は
実
感
の
あ
る
句
と
い
え
る
。
明
治
四
十
二
年
は
文
明
に
と
っ
て

も
大
事
な
年
で
あ
っ
て
、
旧
制
高
崎
中
学
校
を
開
校
以
来
の
秀
才
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と
い
わ
れ
て
卒
業
を
迎
え
た
も
の
の
、
経
済
的
な
理
由
か
ら
高
等

学
校
進
学
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。
同
校
の
国
語
教
師
村
上
成

之
が
そ
の
才
幹
を
惜
ん
で
左
千
夫
に
相
談
し
、
学
資
援
助
者
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
左
干
夫
も
真
剣
に
斡
旋
に
あ
た
り
、
千
葉
県
の
酒

造
家
寺
田
憲
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
一
高
入

試
は
七
月
で
、
入
学
は
九
月
で
あ
っ
た
が
、
四
月
十
日
に
上
京
、

左
千
夫
宅
に
寄
食
し
、
牛
舎
で
働
き
牛
乳
を
配
達
し
て
い
た
。
写

真
は
丁
度
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
田
舎
少
年
」
と
自

身
を
描
い
て
誠
に
二
首
目
の
歌
の
通
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
茂
吉
は

当
時
東
大
医
学
部
の
学
生
で
、
卒
業
試
験
を
受
け
る
寸
前
に
な
っ

て
腸
チ
フ
ス
を
病
み
、
結
局
留
年
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
写
真
は

そ
の
病
に
罹
る
一
か
月
ほ
ど
前
の
姿
で
あ
る
。

　
明
治
四
十
二
年
頃
は
ア
ラ
ラ
ギ
誕
生
の
前
で
、
茂
吉
も
文
明
も

後
年
の
よ
う
な
大
歌
人
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
は
自
他
と
も
に
予

想
し
て
い
な
か
っ
た
。
言
わ
ば
揺
藍
期
も
か
な
り
初
期
の
時
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
だ
け
に
若
々
し
い
気
風
は
十
分
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
な
か
に
、
作
歌
に
は
直
接
関
係
し
な
い
な
が
ら
、
間
宮

英
宗
も
顔
を
出
し
て
い
る
の
は
、
作
歌
活
動
、
文
学
活
動
に
関
し

て
よ
り
広
く
豊
か
な
土
壌
を
形
作
る
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
、
そ

の
立
場
か
ら
広
く
人
と
の
交
わ
り
を
進
め
た
左
干
夫
の
姿
勢
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

　
左
千
夫
は
英
宗
を
評
し
て
「
酒
落
で
能
く
人
に
交
り
頗
る
当
世

才
子
の
風
が
あ
っ
て
、
一
見
隅
に
置
け
ざ
る
も
の
の
如
き
も
、
内

行
清
厳
一
切
の
醜
欲
を
断
っ
て
居
る
。
好
ん
で
維
摩
経
を
講
じ
、

権
門
勢
家
固
よ
り
眼
中
に
無
い
の
だ
」
（
「
三
ケ
月
潟
遊
記
」
明
治

四
十
四
年
記
　
左
千
夫
全
集
第
三
巻
所
収
）
と
言
う
と
こ
ろ
、
英

宗
の
人
と
な
り
を
よ
く
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
三

　
英
宗
が
住
職
で
あ
っ
た
富
士
山
麓
御
殿
場
の
青
竜
寺
は
、
臨
済

宗
の
一
寺
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
別
府
市
内
の
臨
済
宗
の
寺
を

尋
ね
れ
ば
、
或
は
英
宗
の
様
子
が
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
か
と
考

え
た
。

　
明
治
十
三
年
の
南
小
学
校
開
校
ま
で
は
、
そ
の
前
身
的
な
位
置

に
あ
っ
て
学
問
の
寺
と
い
わ
れ
た
浜
脇
河
内
の
修
福
寺
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、
住
職
中
川
昌
山
氏
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
大
分
市
の
万
寿

寺
に
修
業
に
赴
い
て
お
り
、
英
宗
を
同
寺
で
何
度
か
拝
し
た
こ
と

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
述
す
る
が
、
さ
ら
に
修
福
寺
に
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も
昭
和
初
年
英
宗
が
見
え
て
い
る
の
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
中
川
氏
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
英
宗
は
静
岡
県
引
佐
郡
の
方
広
寺

の
管
長
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
こ
へ
問
合
せ
れ
ば
詳
細
に
教
え
て
く

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
早
速
同
寺
に
手
紙
を
出
し
た
が
、
方

広
寺
は
臨
済
宗
方
広
寺
派
の
本
山
で
、
建
徳
二
年
（
一
三
七
一
）

開
創
の
古
刹
。
境
内
に
は
重
文
の
七
尊
大
菩
薩
堂
も
あ
り
、
本
堂

内
部
に
は
近
衛
文
麿
の
書
い
た
「
扶
桑
霊
山
」
の
額
な
ど
も
あ
る

と
い
う
案
内
記
も
添
え
た
懇
篤
な
返
書
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
以
下
、
そ
れ
を
抜
書
き
し
な
が
ら
関
連
す
る
事
項
を
記
す
こ

と
に
し
た
い
。

　
間
宮
英
宗
は
明
治
四
年
十
月
一
日
、
愛
知
県
中
島
郡
間
宮
吉
雄

の
次
男
と
し
て
誕
生
。
九
歳
で
出
家
し
た
。
前
出
の
土
屋
文
明
の

歌
に
も
見
え
る
青
竜
寺
の
請
に
応
じ
た
の
は
明
治
三
十
七
、
八
年

頃
で
あ
る
。
釈
宗
演
門
下
と
こ
の
小
文
の
冒
頭
に
記
し
た
が
、
日

露
戦
争
当
時
宗
演
は
軍
隊
布
教
師
を
兼
ね
て
お
り
、
そ
れ
を
継
い

で
英
宗
は
第
三
軍
の
布
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
軍
は
旅
順
攻

城
の
乃
木
軍
で
、
あ
の
凄
惨
な
戦
場
に
布
教
師
と
し
て
赴
い
た
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
辺
の
記
述
は
方
広
寺
か
ら
の
手
紙
に
は
見
当

ら
な
か
っ
た
。
青
竜
寺
よ
り
戦
場
に
臨
ん
だ
こ
と
は
、
左
千
夫
の

「
三
ケ
月
周
遊
記
」
の
終
り
頃
の
「
記
念
の
尺
八
」
と
題
す
る
文

中
か
ら
も
確
か
め
得
る
。
旅
順
で
宮
崎
大
尉
な
る
人
と
殊
の
ほ
か

親
し
く
し
て
い
た
が
、
大
尉
の
戦
死
に
よ
り
仏
名
を
与
え
て
読
経

し
た
。
そ
の
縁
で
故
大
尉
の
老
母
よ
り
尺
ハ
を
贈
ら
れ
た
。
そ
れ

を
霧
の
流
れ
て
く
る
湖
心
で
左
千
夫
ら
に
聞
か
せ
る
箇
所
が
あ
る
。

「
和
尚
は
幼
時
よ
り
尺
ハ
を
好
み
習
う
て
、
今
は
和
尚
唯
一
の
道

楽
で
且
つ
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
」
と
左
千
夫
は
記
し
て
い
る
。

明
治
四
十
二
年
頃
（
上
掲
写
真
に
写
っ
た
頃
）
に
は
、
一
時
清
水

市
の
鉄
舟
寺
に
移
り
、
禅
道
教
義
講
習
会
を
主
管
し
た
模
様
で
あ

る
。
そ
の
後
、
各
地
の
寺
の
住
持
を
努
め
、
各
所
で
説
法
を
開
き
、

「
禅
道
講
話
」
「
臨
済
録
夜
話
」
等
の
著
書
を
残
し
て
い
る
と
い
う
。

　
方
広
寺
の
管
長
に
は
大
正
七
年
十
二
月
よ
り
大
正
十
五
年
十
月

ま
で
就
任
し
、
そ
の
後
、
昭
和
四
年
に
京
都
高
野
に
栖
賢
寺
を
興

し
て
閑
栖
の
山
房
と
し
た
様
子
で
あ
る
。
し
か
し
各
地
よ
り
説
法

の
招
請
が
相
次
ぎ
、
到
底
閑
栖
に
は
お
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

日
華
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
と
戦
い
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
満

州
、
華
北
、
華
中
と
歩
き
、
演
法
を
行
っ
て
い
る
。
昭
和
二
十
年

一
月
、
上
海
軍
司
令
官
小
林
信
男
の
要
請
に
よ
っ
て
そ
の
地
へ
渡
っ

た
。
戦
歿
将
兵
の
慰
霊
と
、
八
年
に
も
わ
た
る
戦
争
で
傾
い
た
将
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兵
の
精
神
を
、
禅
に
よ
っ
て
豊
か
な
ら
し
め
る
願
い
が
小
林
司
令

官
に
あ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
辺
は
想
像
す
る
し
か
な
い
。

す
で
に
中
国
戦
線
で
は
湘
桂
作
戦
も
行
き
詰
ま
り
、
敗
色
日
毎
に

濃
く
な
っ
た
三
月
二
十
一
日
客
死
し
た
。
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

　
　
　
四

　
間
宮
英
宗
が
別
府
を
訪
れ
た
最
も
早
い
時
期
は
、
昭
和
二
年
四

月
と
思
わ
れ
る
。

　
修
福
寺
に
は
傘
形
を
し
た
告
知
風
の
板
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に

「
来
ル
四
月
　
自
廿
四
日
　
至
三
十
日
　
一
週
間
　
大
紋
稚
児

戒
師
万
寿
寺
紫
山
老
大
師
　
講
師
方
広
寺
前
管
長
　
英
宗
老
大
師

当
山
云
々
」
と
、
英
宗
の
名
を
明
ら
か
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は

同
寺
開
基
五
百
年
遠
忌
と
と
も
に
入
仏
供
養
の
大
授
戒
会
を
催
す

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
同
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
記
録
に
よ
る

と
、
県
内
四
十
数
寺
の
関
係
者
が
参
集
し
、
戒
師
足
利
紫
山
、
講

師
間
宮
英
宗
、
布
教
師
村
田
物
外
を
中
心
に
多
く
の
稚
児
も
加
わ
っ

た
壮
麗
な
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
四
月
二
十
四
日
に
は
、
そ
の
頃
秋
葉
神
社
横
に
あ
っ
た
蔵
内
二

郎
兵
衛
の
別
邸
よ
り
行
列
は
出
発
し
た
。
道
の
両
側
に
は
一
行
を

迎
え
る
人
垣
が
続
き
、
そ
れ
を
縫
う
よ
う
に
し
て
秋
葉
通
を
下
っ

て
中
浜
筋
に
至
り
、
そ
こ
を
南
進
し
て
松
原
公
園
の
東
側
を
通
っ

て
浜
脇
に
入
り
、
河
内
へ
と
至
っ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
の
日
は
大

正
天
皇
奉
悼
会
、
二
十
五
日
に
は
法
会
中
祈
祷
会
、
二
十
六
日
は

人
仏
供
養
、
二
十
七
日
は
開
基
五
百
年
忌
を
執
り
行
い
、
七
日
目

に
大
総
供
養
を
行
う
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
臨
済
宗
を

代
表
す
る
高
僧
が
、
新
緑
の
あ
ざ
や
か
な
こ
の
時
季
に
揃
っ
て
仏

事
を
催
し
た
こ
と
は
、
同
寺
開
山
以
来
の
大
行
事
で
あ
っ
た
に
相

違
な
い
。

　
　
　
　
五

　
そ
の
後
、
英
宗
は
禅
の
普
及
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
雑

誌
「
禅
林
」
を
発
行
し
て
そ
の
普
遍
化
に
尽
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
雑
誌
を
丹
念
に
見
て
い
け
ば
別
府
市
に
い
つ
頃
来
た
か
も
明

ら
か
に
な
る
と
思
う
が
、
今
は
そ
れ
を
確
め
る
折
が
な
い
。

　
も
と
も
と
英
宗
が
来
別
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
炭
鉱
で
産

を
成
し
た
麻
生
太
賀
吉
の
帰
依
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
中
央
公
民

館
の
辺
に
麻
生
別
荘
が
あ
っ
て
、
南
北
に
横
断
す
る
道
路
を
作
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
庭
が
区
切
ら
れ
て
様
子
も
変
っ
た
経
緯
が
あ
る
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が
、
道
路
の
開
通
以
前
に
英
宗
は
そ
の
別
荘
を
禅
の
修
養
道
場
と

し
、
名
付
て
程
道
会
と
し
た
如
く
で
あ
る
。
（
後
年
、
万
寿
寺
の

大
井
裁
断
が
別
府
で
柏
樹
会
、
菱
花
会
と
い
う
参
禅
の
会
を
催
し

て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
）

　
昭
和
十
一
年
頃
か
ら
何
回
か
来
別
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
一
時
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
で
あ
っ
た
丸
山
待
子
も
か
な
り
関

与
し
て
い
る
。
ア
ラ
ラ
ギ
二
十
五
周
年
記
念
号
と
い
う
大
部
な
雑

誌
が
昭
和
八
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
収
載
の
名
簿
に

よ
る
と
、
丸
山
待
子
は
大
正
十
三
年
十
一
月
に
ア
ラ
ラ
ギ
に
入
会

の
よ
う
で
あ
る
。
（
昭
和
二
年
三
月
ま
で
の
短
期
問
で
は
あ
る
が
）
。

昭
和
三
年
に
大
分
ア
ラ
ラ
ギ
歌
会
を
作
っ
た
瓜
生
鏃
雄
氏
か
ら

「
丸
山
待
子
と
い
う
な
か
な
か
の
才
媛
が
い
た
。
」
と
戦
後
何
度
か

問
い
た
こ
と
が
あ
り
、
仲
間
の
面
倒
を
よ
く
み
る
し
、
気
持
ち
の

し
っ
か
り
し
た
女
丈
夫
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
市
立
図
書
館
蔵
で
、

諸
誌
を
コ
ピ
ー
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
収
め
て
い
る
「
佳
人

　
丸
山
待
子
」
を
見
る
と
、
手
広
く
青
鏡
問
屋
を
し
て
い
た
素
封

家
小
松
屋
に
生
ま
れ
、
の
ち
大
分
第
二
高
女
に
進
み
、
そ
こ
の
第

八
回
卒
業
生
と
あ
る
。
二
十
九
歳
で
夫
を
亡
く
し
、
以
後
、
昭
和

十
六
年
九
月
四
十
九
歳
で
歿
す
る
ま
で
生
家
で
過
ご
し
た
模
様
で

あ
る
。

　
偶
然
入
手
し
た
「
丸
山
待
子
歌
集
」
付
載
の
略
年
譜
の
昭
和
十

一
年
の
所
に
「
間
宮
英
宗
禅
師
の
別
府
程
退
会
の
世
話
を
始
む
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
世
話
を
始
む
」
と
あ
る
か
ら
、
複
数
の
人
々

の
な
か
か
ら
出
で
て
、
英
宗
と
の
諸
連
絡
や
参
禅
上
の
諸
準
備
に

携
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
以
後
、
幾
回
か
そ
う
し
た
こ
と
が

続
い
た
の
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
英
宗

が
程
道
会
を
主
催
す
る
た
め
幾
回
か
来
別
し
た
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
佳
人
　
丸
山
待
子
」
に
よ
る
と
、

程
道
会
で
初
め
て
般
若
心
経
の
内
奥
を
聴
き
、
経
本
を
手
に
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
「
丸
山
待
子
歌
集
」
の
略
年
譜
に
は
、
す
で
に
大
正
十
二
年
に

足
利
紫
山
の
禅
門
に
入
る
と
あ
り
、
さ
ら
に
昭
和
元
年
（
実
際
に

は
元
年
は
数
日
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
）
に
は
奥
大
節
よ
り
禅

を
学
ぶ
と
述
べ
て
い
る
。
足
利
、
奥
両
師
と
も
万
寿
寺
か
ら
法
広

寺
の
管
長
に
赴
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
こ
の
辺
に
も
間
宮
英

宗
に
従
っ
て
禅
を
学
ぶ
と
い
う
繋
が
り
が
自
ず
と
形
づ
く
ら
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
な
お
、
彼
女
の
墓
は
万
寿
寺
境
内
の
亡
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夫
の
墓
に
並
ん
で
あ
り
、
法
名
は
松
濤
庵
心
月
明
照
大
師
と
い
わ

れ
る
。

　
程
道
会
を
開
い
て
い
た
麻
生
別
荘
の
そ
の
場
所
を
名
づ
け
て
程

道
庵
と
言
っ
た
が
、
そ
こ
を
訪
れ
た
間
宮
英
宗
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
滞
留
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
別
府
か
ら
さ
ら
に
近
県
各
地
の

参
禅
の
会
に
出
席
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
方
広
寺
か
ら
の
手
紙

に
よ
れ
ば
、
大
正
四
年
に
は
福
岡
市
の
聖
福
寺
の
開
山
千
光
国
師
、

栄
西
禅
師
の
七
百
年
忌
法
要
が
あ
り
、
そ
の
説
教
師
と
し
て
出
向

い
た
由
で
あ
る
。
聖
福
寺
は
「
扶
桑
最
初
の
禅
窟
」
と
い
わ
れ
る

わ
が
国
最
初
の
禅
寺
で
、
現
在
で
も
護
照
院
、
幻
住
庵
等
九
つ
の

塔
頭
を
残
し
て
い
る
名
刹
で
あ
る
。
九
州
に
入
っ
た
ら
英
宗
は
先

ず
聖
福
寺
を
訪
れ
、
こ
こ
を
基
地
と
し
て
日
豊
本
線
を
下
っ
て
別

府
に
来
た
か
と
思
う
し
、
或
は
大
分
市
の
万
寿
寺
に
至
っ
て
主
な

滞
在
所
と
し
、
時
に
は
別
大
電
車
に
乗
り
な
が
ら
別
府
程
道
会
に

臨
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
し
て
い
る
。

　
は
じ
め
に
記
し
た
伊
藤
左
干
夫
と
間
宮
英
宗
と
の
関
係
に
つ
い

て
再
び
戻
る
が
、
左
千
夫
は
明
治
三
十
六
年
四
月
に
高
鳴
米
峰
を

中
心
に
し
た
雑
誌
「
新
仏
教
」
同
人
に
加
わ
っ
て
お
り
、
仏
教
へ

の
関
心
が
縁
と
な
っ
て
英
宗
と
の
交
わ
り
が
始
ま
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
三
十
八
年
頃
に
は
親
鸞
に
傾
倒
し
、
歎
異
抄
を
盛
ん
に
読

ん
で
い
る
。
こ
の
辺
は
英
宗
と
は
宗
派
を
異
に
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
左
千
夫
の
性
情
か
ら
推
し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
宗
派
の
別

に
拘
泥
す
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
英
宗
も
ま
た
宗
派
の

違
い
を
固
執
す
る
よ
う
な
小
器
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
信
仰
と
趣

味
を
論
じ
て
短
歌
の
作
風
次
第
に
改
ま
り
、
内
面
的
に
深
化
し
た

歌
を
作
っ
た
左
千
夫
の
方
向
と
、
英
宗
の
考
え
と
共
鳴
し
合
う
面

が
大
き
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
左
千
夫
が
発

表
し
た
請
文
を
余
す
な
く
収
め
、
且
つ
精
緻
な
校
訂
で
知
ら
れ
る

「
左
千
夫
全
集
」
の
そ
の
書
簡
編
に
は
、
英
宗
に
宛
て
た
左
千
夫

の
書
簡
は
一
通
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
左
千
夫
と
英
宗
と
の
交
流
は
、
後
に
日
本
画
家
で
ア
ラ

ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
平
福
百
穂
を
介
し
て
始
ま
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
百
穂
は
明
治
三
十
四
年
に
「
新
仏
教
」
の
同

人
と
な
り
、
翌
年
か
ら
左
千
夫
と
往
来
す
る
よ
う
に
な
る
。
百
穂

の
法
名
は
生
前
の
約
束
に
よ
っ
て
英
宗
が
選
ん
だ
程
の
親
し
い
間

柄
で
あ
り
、
百
穂
が
英
宗
に
独
自
性
の
濃
い
左
千
夫
の
様
子
を
話

し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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